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投資家の皆さまへ

中小型株市場の特徴

日本の著名企業の中には、株式の新規公開後に成長速度の鈍化や経営環

境の悪化に陥りつつも、新規ビジネスの開発や新規市場の開拓によって、

見事に再成長を遂げた企業がいくつもあります。

当ファンドはそのような高い成長余力を有し、かつ経営上の

課題・困難を克服し新たな成長ステージに入りつつあると判断

される新成長企業の株式に厳選投資するファンドです。

※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。　　　

中小型株には以下のような特徴があるため、スペシャリストが付加価値を生み 出せる領域の一つです。

徹底的な調査活動の
継続が有効に

特徴

情報収集が難しい

１

企業に対する定期的な
面談調査の実施が重要に

特徴

企業業績・事業環境の
変化が早い

2

組入企業の「銘柄分散」、売買に
時間をかける「時間分散」が

重要に

株式新規公開

成長度

株式新規公開

※スペシャリストとは、ここでは中小型株に特化して運用・調査などを行う専門家や機関をさします。
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※上図は企業の成長過程をイメージしたものであり、将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。

組入企業の「銘柄分散」、売買に
時間をかける「時間分散」が

重要に

特徴

流動性が限定され、
株価変動も大きい

3

「グローイング・カバーズ」の
投資対象と投資タイミング

時間

【イメージ図】

【証券アナリスト*がカバーしていない企業の割合】

＊証券アナリストとはファクトセットに情報提供を行うアナリストと定義します。
出所：ファクトセット、日本取引所グループのデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

（2022年10月末時点）
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ファンドの特色

新成長銘柄＊が主要投資対象
わが国の上場企業のうち、新たな成長局面に入りつつあると判断される成長
企業に厳選投資します。
当ファンドは、新成長株マザーファンドへの投資を通じて、わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるも
のを含みます。）を主要投資対象とし、信託財産の積極的な成長を目指して運用を行います。
＊高い成長余力を有しているものの、経営上の課題・困難に直面したため本来の実力を発揮できなかった企業の中で、
それらの経営障壁を克服しつつある企業を新成長銘柄（再成長銘柄）といいます。

特色１

ボトムアップ調査＊による新成長企業の発掘
投資に際しては徹底的なボトムアップ調査と詳細な分析に基づき「新成長企業」を厳選し投資します。
＊ボトムアップ調査とは、個別企業の訪問等による詳細な調査・分析に基づき業績予測を行い、投資する銘柄を選択する
運用手法です。

ファンドの仕組み
当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。
ファミリーファンド方式とは、お客さまからご投資いただいた資金をベビーファンドとしてまとめ、その
資金を主としてマザーファンドに投資することにより、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。
※損益はすべて投資者である受益者に帰属します。

エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社が投資助言
エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社（以下「エンジェルジャパン社」といいます。）より投資に
関する助言を受けて運用を行います。
エンジェルジャパン社は成長株（新規株式公開企業を含む。）に特化して調査・分析を行うスペシャリスト集団です。
同社が継続的な経営者への個別直接面談調査などを通じて、新たな成長軌道への転換点を見極めます。

※資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

次の成長ステージに向けた準備期間
新たな成長加速のためには設備投資や人材教育など、資金や時間を必要とします。

成長局面にあると判断した企業に対しては、経営者と定期的に
個別直接面談調査を継続

【企業の成長過程イメージ】

ボトムアップ調査

企業価値
成長性

IPO
（新規株式上場）

特色2

特色3

企業の成長過程をイメージしたものであり、将来の運用成果を保証するものではなく、株価の動きを示唆するものではありません。

グローイング・カバーズで注目する成長ステージ

時間経過

企業の利益成長＝中長期的な企業価値の上昇

新成
長ス
テー
ジ

新成
長ス
テー
ジ
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運用プロセス

分配方針

※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

年１回（４月25日。休業日の場合は翌営業日）決算を行い、原則として以下の方針に基づき分配を行います。
・分配対象額の範囲は、諸経費等控除後の利子・配当収入と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。また、信託財産の積極的な成長を
図ることを本旨として収益分配金額を決定します。ただし、必ず分配を行うものではありません。
※将来の収益分配金の支払いおよびその金額について示唆・保証するものではありません。

●有力組入候補企業の経営者との面談
●経営者への直接面談を行い、経営哲学、ビジネスモデル、経営課題等をヒアリング

【助言プロセス】

【銘柄選定プロセス】

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

投資候補企業
への訪問

●魅力ある銘柄を組入れたポートフォリオでもリスク管理は徹底
●高い評価の企業であっても組入れは一定比率以内に抑制し、分散投資を徹底ポートフォリオ

●上記の結果を踏まえてさらなる業績評価を行い、組入比率の見直しや売却を助言調査・分析

●組入企業の経営者とも定期的に直接面談し、企業を取巻く状況変化に対応既存組入企業
への訪問

●面談の結果を基にビジネスモデルの独創性や収益性、独自の成長戦略や技術サービスを見極める
●将来の業績予測を行い、収益性から見て割安感のある銘柄への投資を助言

調査・分析

※上記は、今後変更される場合があります。

ステップ１ ステップ2 ステップ3

明治安田アセットマネジメント 【ファンドの運用・運営・管理】

ボトムアップ調査 結果分析と助言
ステップ１の調査結果を分析し、
委託会社に対して投資助言

投資判断/運用指図
ステップ２の助言をベースに
投資判断・運用指図を実行

組入候補銘柄および
既存組入銘柄の調査・分析

エンジェルジャパン社 明治安田アセットマネジメント

ボトム
アップ調査

分散投資
の助言 情報開示

リスク管理の充実を図
る観点から分散投資の
助言を徹底します。分散
投資の助言は「組入銘
柄数」や「組入比率」など
から管理し、評価の高い
企業と判断されても組
入れは一定比率以内に
抑制するほか組入れの
時間分散を行います。

分散投資の助言

投資家の皆さまとの
強い信頼関係構築の
ためには情報開示の
徹底が不可欠である
との信念から、委託会
社に対し定期的にレ
ポートを提出します。

情報開示
エンジェルジャパン社の
調査・運用助言体制

ファンドの組入銘柄の選定に際して
は、継続的な経営者への個別直接面
談調査などを通じて、新たな成長軌
道への転換点を見極めます。

ボトムアップ調査
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　　　　※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、　　今後当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。

※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。　　

※基準価額の騰落率は、税引前分配金を再投資したものとして算出しています。
※配当込みTOPIX（東証株価指数）は、当ファンドのベンチマークおよび参考指数ではありません。
※設定来のファンドの騰落率は、10,000円を基準として算出しています。また設定来の配当込みTOPIXの騰落率は、設定日前日の値を
基準として算出しています。

出所：ファクトセットのデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

※分配金は、10,000口あたりの税引前の金額（円）
※分配金は、増減したり、支払われなかったりすることがあります。

※分配金再投資基準価額は信託報酬控除後のものであり、分配金実績があった場合に税引前分配金を再投資した
ものとして算出しています。

基準価額と純資産総額の推移
（期間：2004年4月26日＜設定日＞～2022年10月末）

「新成長株ファンド」の基準価額騰落率
（基準日：2022年10月末）

2004/4 2009/4 2014/4 2019/4

純資産総額（億円）〈右目盛〉
分配金再投資基準価額（円）〈左目盛〉
基準価額（円）〈左目盛〉

2022年10月末 分配金の実績

基準価額（円）

純資産総額（億円）

設定来
累計
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0

2022年
4月

第17期

260
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4月
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0
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4月
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0

2020年
4月

1,080

40,689

403

直近1年

直近3年

直近5年

直近10年

設定来

-1.00%
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　　　　※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、　　今後当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。

※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。　　

※業種は東証33業種
※組入比率は、マザーファンドへの投資を通じた対純資産総額比

※業種は東証33業種
※上記比率は、マザーファンドへの投資を通じた対
純資産総額比

※四捨五入の関係で合計が100％にならないこと
があります。

組入上位10銘柄
（2022年10月末時点）

業種別組入比率
（2022年10月末時点）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

不動産業

情報・通信業

食料品

サービス業

情報・通信業

その他製品

サービス業

サービス業

サービス業

サービス業

3.5%

3.4%

3.2%

3.0%

3.0%

2.9%

2.9%

2.8%

2.8%

2.7%

銘柄名

ティーケーピー

エムアップホールディングス

寿スピリッツ

ジャパンマテリアル

ＳＨＩＦＴ

トランザクション

シグマクシス・ホールディングス

エラン

エスプール

メンバーズ

業種 組入比率

「新成長株ファンド」の組入株式の状況現状

市場別組入銘柄数
（2022年10月末時点）

【ご参考】東京証券取引所の市場別上場会社数
（2022年10月末時点）

合計（プライム、スタンダード、グロース、TOKYO PRO Market）
3,838社

※【】内数値は合計（3,838社）に対する会社数の割合
※外国会社を除きます。
※上記は上場会社の構成をイメージしたものです。

＊ 大型株はTOPIX100、中型株はTOPIX Mid400、小型株はTOPIX Smallの構成銘柄とし、それらに該当しないものはその他に分
類しています。
TOPIX100：TOPIX算出対象のうち、時価総額、流動性の特に高い100銘柄。TOPIX Mid400：TOPIX100に次いで時価総額、
流動性の高い400銘柄。TOPIX Small：TOPIXの算出対象から、TOPIX100、TOPIX Mid400の構成500銘柄を除いた銘柄

 出所：東京証券取引所のデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

市場 組入銘柄数 ＜内訳＞

プライム 48銘柄

大型株* 1銘柄
中型株* 7銘柄
小型株* 40銘柄

スタンダード

グロース

合計

3銘柄

4銘柄

55銘柄

その他* 3銘柄

その他* 4銘柄

小型株＊
【43.4％】

グロース（495社）
TOKYO PRO Market（60社）

計555社【14.5％】

大型株＊
【2.6％】

中型株＊
【10.4％】

スタンダード（1,447社）
【37.7％】

プライム（1,836社）
【47.8%】

化学4.0%

食料品3.2%
機械3.2%

不動産業3.5%

その他業種2.8% 金銭信託等その他3.6%
小売業2.9%

精密機器
4.6%

その他製品
7.4%

電気機器
4.0%

サービス業
37.2%

情報・通信業
23.7%
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　　　　※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、　　今後当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。

※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。　　

※基準価額の騰落率は、税引前分配金を再投資したものとして算出しています。
※配当込みTOPIX（東証株価指数）は、当ファンドのベンチマークおよび参考指数ではありません。
※設定来のファンドの騰落率は、10,000円を基準として算出しています。また設定来の配当込みTOPIXの騰落率は、設定日前日の値を
基準として算出しています。

出所：ファクトセットのデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

※分配金は、10,000口あたりの税引前の金額（円）
※分配金は、増減したり、支払われなかったりすることがあります。

※分配金再投資基準価額は信託報酬控除後のものであり、分配金実績があった場合に税引前分配金を再投資した
ものとして算出しています。

基準価額と純資産総額の推移
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「新成長株ファンド」の基準価額騰落率
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　　　　※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、　　今後当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。

※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。　　

※業種は東証33業種
※組入比率は、マザーファンドへの投資を通じた対純資産総額比

※業種は東証33業種
※上記比率は、マザーファンドへの投資を通じた対
純資産総額比

※四捨五入の関係で合計が100％にならないこと
があります。

組入上位10銘柄
（2022年10月末時点）

業種別組入比率
（2022年10月末時点）
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業種 組入比率

「新成長株ファンド」の組入株式の状況現状

市場別組入銘柄数
（2022年10月末時点）

【ご参考】東京証券取引所の市場別上場会社数
（2022年10月末時点）

合計（プライム、スタンダード、グロース、TOKYO PRO Market）
3,838社

※【】内数値は合計（3,838社）に対する会社数の割合
※外国会社を除きます。
※上記は上場会社の構成をイメージしたものです。

＊ 大型株はTOPIX100、中型株はTOPIX Mid400、小型株はTOPIX Smallの構成銘柄とし、それらに該当しないものはその他に分
類しています。
TOPIX100：TOPIX算出対象のうち、時価総額、流動性の特に高い100銘柄。TOPIX Mid400：TOPIX100に次いで時価総額、
流動性の高い400銘柄。TOPIX Small：TOPIXの算出対象から、TOPIX100、TOPIX Mid400の構成500銘柄を除いた銘柄

 出所：東京証券取引所のデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

市場 組入銘柄数 ＜内訳＞

プライム 48銘柄

大型株* 1銘柄
中型株* 7銘柄
小型株* 40銘柄

スタンダード

グロース

合計

3銘柄

4銘柄

55銘柄

その他* 3銘柄

その他* 4銘柄

小型株＊
【43.4％】

グロース（495社）
TOKYO PRO Market（60社）

計555社【14.5％】

大型株＊
【2.6％】

中型株＊
【10.4％】

スタンダード（1,447社）
【37.7％】

プライム（1,836社）
【47.8%】
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　　※上記は過去の銘柄選択例についてご紹介したものです。投資銘柄の株価が必ずしも　　上昇するわけではありません。また、将来の運用成果等を保証するものではありません。

※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、今後　　当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。
※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。 　　

出所：エンジェルジャパン社

ティーケーピー（不動産業）組入1位

【事業内容】
●企業向けに貸会議室やレンタルオフィスなどを運営・管
理する。不動産オーナーから遊休不動産を大口（割安）で
仕入れ、会議室や宴会場などに空間を再生し小口で販
売・シェアリングを行う。また、ホテル＆リゾート事業、イ
ベントプロデュース事業など会議に付随する周辺サービ
スも提供。

【投資の着眼点】
●コロナ禍で割安となった物件を積極的に仕入れ、ワクチン
接種の会場、リモートオフィス、サテライトオフィスなど
コロナによって変化した生活様式に合わせて生まれた新
たな需要に対応し、事業として発展させ今後の成長が期
待されている。

株価推移
（期間：2017年10月31日～2022年10月31日）

（グロース）

（年/月）

（円）

（組入順位は2022年10月末時点）　組入銘柄のご紹介選択

出所：ファクトセット、会社決算資料より明治安田アセット
マネジメント作成

業績推移
（期間：2019年2月期～2023年2月期）

（決算期：年/月）

（億円） （億円）

売上高（左軸）
当期純利益（右軸）

（会社予想）

2017/10 2019/10 2021/10

出所：エンジェルジャパン社

エムアップホールディングス（情報・通信業）組入2位

【事業内容】
●ファンクラブサイトを運営から物品販売まで手掛け、幅
広くアーティストを支えている。インターネットメディア
の普及で大手芸能事務所に所属しないアーティストが
増えたことが事業の追い風となった。さらに電子チケッ
ト事業にも進出し、事業を拡大している。

【投資の着眼点】
●足元ではライブ・コンサートの開催が増え、アーティスト
の活動の活発化が見込まれている。ファンクラブの会員
加入増や電子チケット販売増が期待されること、新規の
アーティストの獲得にも力を入れていること、デジタルコ
ンテンツの新しいサービス提供にも余念がないことなど
から、今後も持続的な成長が期待される。

株価推移
（期間：2017年10月31日～2022年10月31日）

業績推移
（期間：2019年3月期～2023年3月期）

（決算期：年/月）

（会社予想）

（プライム）

（年/月）

（億円） （億円）

（円）

出所：ファクトセット、会社決算資料より明治安田アセット
マネジメント作成

売上高（左軸）
当期純利益（右軸）
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

0
100
200
300
400
500
600
700

-40
-30
-20
-10
0
10
20
30

2019/2 2020/2 2021/2 2022/2 2023/2

0

500

1,000

1,500

2,000

0

50

100

150

200

-30

-15

0

15

30

8
　　※上記は過去の銘柄選択例についてご紹介したものです。投資銘柄の株価が必ずしも　　上昇するわけではありません。また、将来の運用成果等を保証するものではありません。

※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、今後　　当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。
※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。 　　

出所：エンジェルジャパン社
出所：ファクトセット、会社決算資料より明治安田アセット

マネジメント作成

ジャパンマテリアル （サービス業）組入4位

【事業内容】
●半導体や液晶の生産工程に不可欠な特殊ガス・超純水・
薬品・電力・空調等の供給管理サービスを展開し、工場
インフラに関するサービスを一貫して行っている技術者
集団企業。顧客企業の設備増強や半導体製造装置のメ
ンテナンス業務などに対応し、事業を拡大している。

【投資の着眼点】
●半導体は、小型化が進む電子機器に加えて電子化が進む
自動車など、需要拡大が中長期的にも期待されている。
さらに米中の対立などにより、日本国内でも半導体製造
の設備投資計画が増加している。我が国の半導体製造
においてなくてはならない存在として今後の成長が期待
される。

株価推移
（期間：2017年10月31日～2022年10月31日）

業績推移
（期間：2019年3月期～2023年3月期）

2019/3 2020/3 2022/3 2023/32021/3 （決算期：年/月）

（億円） （億円）

（プライム）

（年/月）

（円）
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出所：エンジェルジャパン社
出所：ファクトセット、会社決算資料より明治安田アセット

マネジメント作成

寿スピリッツ（食料品）組入3位

株価推移
（期間：2017年10月31日～2022年10月31日）

（プライム）

業績推移

【事業内容】
●"お菓子の総合プロデューサー"として、全国各地の文化
や伝統を地域ブランドとしてお菓子の形で全国に販売。
コロナ禍の環境においても、強固な財務基盤を生かし、
売り場面積の拡大や販売方法の見直しを積極的に行
い、観光需要の回復に備えている。

【投資の着眼点】
●新型コロナの影響で2021年3月期の業績は低迷した
が、2022年3月期の最終利益は2年ぶりに黒字へ転換
した。2022年10月より新型コロナの水際対策が緩和さ
れ海外からの個人旅行が解禁となり、足元の円安も追い
風となって、業績の本格回復が期待される。

（年/月）

（円）

（期間：2019年3月期～2023年3月期）（億円） （億円）（会社予想）
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　　※上記は過去の銘柄選択例についてご紹介したものです。投資銘柄の株価が必ずしも　　上昇するわけではありません。また、将来の運用成果等を保証するものではありません。

※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、今後　　当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。
※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。 　　

出所：エンジェルジャパン社

ティーケーピー（不動産業）組入1位

【事業内容】
●企業向けに貸会議室やレンタルオフィスなどを運営・管
理する。不動産オーナーから遊休不動産を大口（割安）で
仕入れ、会議室や宴会場などに空間を再生し小口で販
売・シェアリングを行う。また、ホテル＆リゾート事業、イ
ベントプロデュース事業など会議に付随する周辺サービ
スも提供。

【投資の着眼点】
●コロナ禍で割安となった物件を積極的に仕入れ、ワクチン
接種の会場、リモートオフィス、サテライトオフィスなど
コロナによって変化した生活様式に合わせて生まれた新
たな需要に対応し、事業として発展させ今後の成長が期
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　　※上記は過去の銘柄選択例についてご紹介したものです。投資銘柄の株価が必ずしも　　上昇するわけではありません。また、将来の運用成果等を保証するものではありません。

※上記は個別銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、今後　　当ファンドが当該銘柄に投資することを保証するものではありません。
※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。 　　
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投資顧問会社 エンジェルジャパン社のご紹介

　エンジェルジャパン社では、株式投資を通じて少し
でも経済社会の活性化に貢献したいとの志を抱き、
経営者に対する定期的な個別直接面談調査を通じて
中長期的な成長が見込まれ、かつ株価も過小評価されて
いると判断される「新成長企業」を厳選し続けています。
　調査分析・投資助言は完全なチーム運営で、アナ
リスト経験豊かなチーム全員で面談して様々な角度から
議論し、情報とノウハウを共有化することによって、永続的
なポートフォリオの提供をめざしています。
　調査の原点はIPO（新規上場）で、この時点でほとんど
の経営者にお会いするだけでなく、革新的と判断する企業
とはその後も定期的に面談し続けており、この長年の
蓄積が当ファンドの大きな原動力となっています。

エンジェルジャパン社は

投資家の皆さまへの中長期的な収益機会のご提供

自国の成長企業への厳選投資助言を通じた

経済社会活性化への貢献をめざし

次代を切り拓き、わが国を活性化する新成長企業を

個別直接面談調査によって厳選し

当ファンド向けの「成長割安50社パッケージ*」を提供します

【代表取締役ならびに
投資助言チームのご紹介】（右から）
宇佐美代表取締役
内藤執行役員チーフインベストメントオフィサー
金沢シニアインベストメントマネジャー
柳葉シニアインベストメントマネジャー
永嶋インベストメントマネジャー

※当ページは、エンジェルジャパン社より提供された資料を　　基に、明治安田アセットマネジメントが作成しています。
※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。  　

＊「成長割安50社パッケージ」とは、50社程度のポートフォリオという意味で使用しており、助言銘柄数を50社に限定するもの
ではありません。

「新成長株ファンド」において、投資顧問会社のエンジェルジャパン社は下記の方法で銘柄選択を実施し、
委託会社の明治安田アセットマネジメントに助言を行います。
　新規公開時に大部分の企業の企業経営者と個別直接面談調査をチーム全員参加で実施
　革新的と見込まれる企業とは定期的に面談を継続し、新たな成長局面を捉えて組入企業を厳選
　助言担当者による議論の結果を助言ポートフォリオに反映（日次）
　パフォーマンス・レビューを行い、投資助言の判断やウエイト調整を検討（日次・月次）
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投資顧問会社 エンジェルジャパン社のご紹介

※当ページは、エンジェルジャパン社より提供された資料を　　基に、明治安田アセットマネジメントが作成しています。
※上記はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。　　また、当資料に掲載される予測、見通し、見解のいずれも実現される保証はありません。  　

・「R&Iファンド大賞」は、R&Iが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきR&I
が保証するものではありません）の提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証
するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第299条第1項第28号に規定
されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当
な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はR&I
に帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。
・リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードは毎年、多くのファンドのリスク調整後リターンを比較し、評価期間中のパフォーマン
スが一貫して優れているファンドと運用会社を表彰いたします。
選定に際しては、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」の中の「コンシスタント・リターン（収益一
貫性）」を用い、評価期間3年、5年、10年でリスク調整後のパフォーマンスを測定いたします。評価対象となる分類ごとに、コンシス
タント・リターンが最も高いファンドにリフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードが贈られます。詳しい情報は、
lipperfundawards.comをご覧ください。Refinitiv Lipperは、本資料に含まれるデータの正確性・信頼性を確保するよう合理的
な努力をしていますが、それらの正確性については保証しません。

■エンジェルジャパン社の助言ファンドの受賞歴（当ファンド以外の助言ファンドも含みます。）

＊2019年に、評価会社の「トムソン・ロイター」から「リフィニティブ」への社名変更にともない、賞の名称が変更となりました。

受賞年 受賞名 部門・賞 評価期間

2022年

2021年

10年

10年

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2021」

10年・[投資信託部門]株式型　日本　最優秀ファンド
「リフィニティブ・リッパー・ファンド・
アワード・ジャパン 2021」＊

2018年

2019年

2020年

・ [投資信託部門]株式型　日本株　最優秀ファンド 3年、5年

3年

3年

10年

3年

3年

5年

3年

3年

10年

5年

10年

・ [投資信託部門]株式型　日本株　中小型株　最優秀ファンド

・ 投資信託/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

・ [投資信託部門]株式型　日本株　中小型株　最優秀ファンド

・ [投資信託部門]株式型　日本株　中小型株　最優秀ファンド

・ 投資信託/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞

・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

・ [投資信託部門]株式型　日本　中小型株　最優秀ファンド

・ [投資信託部門]株式型　日本　最優秀ファンド

格付投資情報センター
「R＆Iファンド大賞2018」

格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2019」

「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・
アワード・ジャパン 2018」＊

「リッパー・ファンド・アワード・フロム・
リフィニティブ 2019 ジャパン」＊

「リフィニティブ・リッパー・ファンド・
アワード 2020 ジャパン」＊

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2020」 ・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞 3年

3年・ NISA/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

10年・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2022」 ・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞 3年

3年・ NISA/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞
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受賞年 受賞名 部門・賞 評価期間

2022年

2021年

10年

10年

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2021」

10年・[投資信託部門]株式型　日本　最優秀ファンド
「リフィニティブ・リッパー・ファンド・
アワード・ジャパン 2021」＊

2018年

2019年

2020年

・ [投資信託部門]株式型　日本株　最優秀ファンド 3年、5年

3年

3年

10年

3年

3年

5年

3年

3年

10年

5年

10年

・ [投資信託部門]株式型　日本株　中小型株　最優秀ファンド

・ 投資信託/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

・ [投資信託部門]株式型　日本株　中小型株　最優秀ファンド

・ [投資信託部門]株式型　日本株　中小型株　最優秀ファンド

・ 投資信託/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞

・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

・ [投資信託部門]株式型　日本　中小型株　最優秀ファンド

・ [投資信託部門]株式型　日本　最優秀ファンド

格付投資情報センター
「R＆Iファンド大賞2018」

格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2019」

「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・
アワード・ジャパン 2018」＊

「リッパー・ファンド・アワード・フロム・
リフィニティブ 2019 ジャパン」＊

「リフィニティブ・リッパー・ファンド・
アワード 2020 ジャパン」＊

・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2020」 ・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞 3年

3年・ NISA/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞

10年・ 投資信託10年/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞格付投資情報センター
「R&I ファンド大賞2022」 ・ 投資信託/国内中小型株式部門　優秀ファンド賞 3年

3年・ NISA/国内中小型株式部門　最優秀ファンド賞
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新成長株ファンドは、直接あるいはマザーファンドを通じて、国内の株式等、値動きのある
証券に投資しますので、基準価額は変動します。
したがって、金融機関の預貯金と異なり投資元本は保証されず、元本を割り込むおそれがあ
ります。また、ファンドの信託財産に生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。
なお、ファンドが有する主なリスクは、以下の通りです。

■基準価額の変動要因

株式の価格は、政治・経済情勢、金融情勢・金利変動等および発行体の
企業の事業活動や財務状況等の影響を受けて変動します。保有する株
式価格の下落は、ファンドの基準価額を下げる要因となります。

株価変動リスク

投資している有価証券等の発行体において、利払いや償還金の支払い
遅延等の債務不履行が起こる可能性があります。
また、有価証券への投資等ファンドに関する取引において、取引の相手
方の業績悪化や倒産等による契約不履行が起こる可能性があります。

信用リスク

※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。

主な変動要因

投資リスク ※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

株式を売買しようとする際、需要または供給が少ないため、希望する
時期に、希望する価格で、希望する数量を売買できなくなることがあり
ます。ファンドが保有する資産の市場における流動性が低くなった場
合、売却が困難となり、当該資産の本来的な価値より大幅に低い価格
で売却せざるを得ず、ファンドの基準価額を下げる要因となります。

流動性リスク

●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用は
ありません。
●当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場に
おいて市場環境が急変した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価額で
取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を
及ぼす可能性や、換金の申込みの受付が中止となる可能性、換金代金の支払いが遅延する可能性があります。

●当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式には運用の効率性等の利点
がありますが、マザーファンドにおいて他のベビーファンドの追加設定・解約等に伴う売買等を行う場合に
は、当ファンドの基準価額は影響を受けることがあります。
●資金動向、市況動向等によっては、投資方針に沿う運用ができない場合があります。
●収益分配は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。））を超えて行われる場合があるため、分配水準は必ずしも当該計算期間中の収益率を示すものではあ
りません。
　投資者の個別元本（追加型投資信託を保有する投資者毎の取得元本）の状況により、分配金額の全部また
は一部が、実質的に元本の一部払戻しに相当する場合があります。
　分配金は純資産から支払われるため、分配金支払いに伴う純資産の減少により基準価額が下落する要因
となります。当該計算期間中の運用収益を超える分配を行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日
の基準価額と比べ下落することとなります。

■その他の留意点
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手続・手数料等 ※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

購　入　価　額
購入申込受付日の基準価額とします。
（基準価額は１万口当たりで表示しています。以下同じ。）
※基準価額は、販売会社または委託会社へお問合わせください。

購　入　単　位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社へお問合わせください。

購　入　代　金 販売会社が指定する期日までにお支払いください。

換　金　単　位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社へお問合わせください。

換　金　価　額 換金申込受付日の基準価額から0.3％の信託財産留保額を控除した額とします。

換　金　代　金 原則として、換金申込受付日から起算して5営業日目から受益者に支払います。

申込締切時間

換　金　制　限

信　託　期　間 2004年4月26日から2024年4月25日まで

決　　算　　日 毎年4月25日（休業日の場合は翌営業日）

2,000億円信託金の限度額

購入･換金申込
受付の中止およ
び 取 り 消 し

収　益　分　配
年1回決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行います。
※当ファンドには、「分配金受取りコース」および「分配金再投資コース」があります。なお、お取扱い可能
なコースおよびコース名については、異なる場合がありますので、販売会社へお問合わせください。

課　税　関　係
課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。
配当控除の適用が可能です。益金不算入制度の適用はありません。

購 入 ･ 換 金
申 込 不 可 日 －

繰　上　償　還

委託会社は、純資産総額が10億円を下回った場合、この信託契約を解約することが
受益者のため有利であると認めるとき、またはやむを得ない事情が発生したときは、
受託会社と合意のうえ、この信託契約を解約し、信託を終了させることができます。
また、当ファンドにおける投資顧問契約（助言契約）が解約された場合には、受託会社
と合意のうえ、この信託契約を解約し、信託を終了させることができます。

運 用 報 告 書 決算時および償還時に作成のうえ、交付運用報告書は、販売会社を通じて信託財産
にかかる知れている受益者に交付します。

公　　　　    告 原則、電子公告により行い、ホームページに掲載します。
https://www.myam.co.jp/

■お申込みメモ

金融商品取引所における取引の停止、その他やむを得ない事情があるときは、申込み
の受付を中止すること、およびすでに受付けた申込みの受付を取消すことがあります。

信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金の申込みには制限を設ける場合が
あります。

原則として、販売会社の営業日の午後３時までに販売会社が受付けた分を当日の申込み
とします。



ファンドの費用・税金 ※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
■ファンドの費用
●投資者が直接的に負担する費用

●投資者が信託財産で間接的に負担する費用

※当該手数料等の合計額については、投資者の皆さまの保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

※エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社に対する報酬は、ファンドから委託会社が受ける
運用管理費用（信託報酬）の中から支払われます。

信託財産の監査にかかる費用（監査費用）として監査法人に年0.0044％（税抜
0.004％）を支払う他、有価証券等の売買の際に売買仲介人に支払う売買委託手数料、
先物取引・オプション取引等に要する費用、その他信託事務の処理に要する諸費用等
がある場合には、信託財産でご負担いただきます。
※その他の費用については、運用状況等により変動しますので、事前に料率、上限額等を表示することが
できません。また、監査費用は監査法人等によって見直され、変更される場合があります。

配分 料率（年率）
1.023％（税抜0.93％）
0.759％（税抜0.69％）
0.088％（税抜0.08％）
1.87％（税抜1.7％）

購入価額に、3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が定める率を乗じて得た額
とします。詳細については、お申込みの各販売会社までお問合わせください。
※購入時手数料は、購入時の商品説明、事務手続き等の対価として販売会社にお支払いいただきます。

換金申込受付日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額を、ご換金時にご負担いただ
きます。

ファンドの純資産総額に対し、年1.87％（税抜1.7％）の率を乗じて得た額がファンドの
計算期間を通じて毎日計上され、ファンドの日々の基準価額に反映されます。なお、毎
計算期間の最初の6ヵ月終了日（該当日が休業日の場合は翌営業日）および毎計算期
末または信託終了のとき、信託財産中から支払われます。
＜内訳＞
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購入時手数料

運用管理費用
（ 信 託 報 酬 ）

その他の費用・
手 数 料

信託財産留保額

委託会社
販売会社
受託会社
合計

支払い先 役務の内容
＜内容＞

委託会社

販売会社

受託会社

合計

ファンドの運用、基準価額の算出、法定書類（目論見書、運用報告書、有価
証券報告書・届出書等）の作成・印刷・交付および届出等にかかる費用の
対価

ファンド財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価

購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理等の対価

運用管理費用（信託報酬）
=運用期間中の日々の基準価額×信託報酬率



●当資料は、明治安田アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料であり、法令に基づく開示
書類ではありません。

●投資信託のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しします投資信託説明書（交付目論見書）の
内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

●投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、
投資元本を割り込むことがあります。また、投資信託は預貯金と異なります。

●投資信託はリスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動します。投資信託の運用に
よる損益は、すべて投資者の皆さまに帰属します。
●投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象で
はなく、また、登録金融機関から購入された投資信託は投資者保護基金の補償対象ではありません。
●当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、その正確性・完全性を保証
するものではありません。また、当資料の記載内容、グラフ・数値等は資料作成時点のものであり、
将来予告なく変更されることがあります。

●当資料の運用実績に関するグラフ・数値等は、過去の実績を示したものであり、将来の運用成果等を
示唆あるいは保証するものではありません。

●当資料に指数・統計資料等が記載される場合、それらに関する著作権等の知的財産権、その他一切の
権利は、それらを作成・公表している各主体に帰属します。各主体は、当ファンドの運用成果等に関し、
一切責任はありません。

●当資料中に例示した個別銘柄について、当該銘柄の推奨または投資勧誘を目的としたものではなく、
今後当ファンドが当該有価証券に投資することを保証するものではありません。

＜使用インデックスについて＞
●TOPIX（東証株価指数）等の指数に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研
の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など指数に関する
すべての権利はＪＰＸが有しています。なお、本商品は、ＪＰＸにより提供、保証又は販売されるものでは
なく、ＪＰＸは、ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。

ご注意事項
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■ファンドの税金
・税金は表に記載の時期に適用されます。
・以下の表は、個人投資者の源泉徴収時の税率であり、課税方法等により異なる場合があります。

税　金

譲渡所得として課税します。
換金（解約）時および償還時の差益（譲渡益）に対して･･･････20.315％

配当所得として課税します。普通分配金に対して･･･････････20.315％

項　目

所得税および地方税

所得税および地方税

・上記は2022年10月末現在のものです。
・少額投資非課税制度「NISA（ニーサ）」、「ジュニアNISA（ニーサ）」をご利用の場合、詳しくは、販売会社へお問合せ
ください。
・外国税額控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。
・法人の場合については上記とは異なります。
※税法が改正された場合等には、上記の内容が変更されることがあります。税金の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等に
ご確認されることをお勧めします。

時　期

換金（解約）時
および償還時

分配時

■ファンドの関係法人

委託会社

受託会社

販売会社

明治安田アセットマネジメント株式会社

株式会社りそな銀行

エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社

ファンドの運用の指図等を行います。

ファンドの財産の保管および管理等を行います。

募集の取扱い、販売、換金請求の受付け、分配金・
償還金・換金代金の支払い等を行います。委託会社にお問合わせください。

投資顧問
会　　社

運用に関する情報提供および投資助言等を行い
ます。



●ファンドの基準価額等については、下記の照会先までお問合わせください。
明治安田アセットマネジメント株式会社　電話番号：0120-565787（受付時間は、営業日の午前9時～午後5時）

ホームページアドレス　https://www.myam.co.jp/

●設定・運用は

商 号 等 ／ 明治安田アセットマネジメント株式会社
 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第 405 号
加入協会／ 一般社団法人投資信託協会
 一般社団法人日本投資顧問業協会

●お申込み・投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は

投資信託は、元本が保証された商品ではありません。お申込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

商 号 等 ／ 岡三証券株式会社
 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第 53 号
加入協会／ 日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
 一般社団法人金融先物取引業協会
 一般社団法人第二種金融商品取引業協会
 一般社団法人日本暗号資産取引業協会


